
資金移動業者
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労働者
（債権者）

現在検討中のペイロール保証保険制度の仕組み

保証機関

保険会社

資金移動業に係る利用契約

財務局

法務局

①倒産通知

※ 現在の設計では、４～６営業日程度で保証履行が可能

Ø 資金移動業者が破綻した場合、保証機関から労働者に対し、破綻時における各労働者のデジタルマネー残高の一定額を早期
に支払い。

Ø 保証機関が保証履行することにより、本来労働者が有する権利である供託金請求権が保証機関へ法定代位。保証機関より
財務局に対し供託金の還付請求を実施。

Ø 供託金の不足により、保証機関が履行した保証金額と、代位請求により還付を受けた供託金額の差額が発生し、保証機関が
損失を被った場合、保証機関型信用保険契約を締結している保険会社より保険金にて同損失を補償。
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